
１．次の日本国憲法の条文に関して、以下の（１）から（４）までの問いに答えなさい。 

第四十一条 国会は、国権の最高機関であつて、国の唯一の立法機関である。 

第五十条 両議院の議員は、①法律の定める場合を除いては、国会の会期中逮捕されず、会期前に逮捕された議員は、その議

院の要求があれば、会期中これを釈放しなければならない。 

第五十五条 両議院は、各々その議員の資格に関する争訟を裁判する。但し、議員の議席を失はせるには、出席議員の（ Ａ ）

以上の多数による議決を必要とする。 

第五十八条 両議院は、各々その議長その他の役員を選任する。 

２ 両議院は、各々その②会議その他の手続及び内部の規律に関する規則を定め、又、院内の（ Ｂ ）をみだした議員を懲

罰することができる。但し、議員を（ Ｃ ）するには、出席議員の三分の二以上の多数による議決を必要とする。 

（１）下線部①中の「法律」について、法律名を正式名称で答えなさい。また、下線部①に該当する場合は二つあり、一つは

「院外における現行犯」の場合である。もう一つを簡潔に答えなさい。 

 

     （ 法律名 ）                （ 該当する場合 ）                     

（２）（ Ａ ）から（ Ｃ ）に当てはまる最も適当な語句を答えなさい。 

 

（ Ａ ）            （ Ｂ ）            （ Ｃ ）             

（３）各議院がほかの国家機関やほかの議院から監督や干渉を受けることなく、その内部組織及び運営等に関し、自主的に決

定できる権能を一般的に何というか。漢字３文字で答えなさい。 

 

 

 

（４）下線部②のような権能を一般的に議院の（ Ｄ ）という。（ Ｄ ）に当てはまる最も適当な語句を漢字５文字で答え

なさい。また、第四十一条の波線部が意味する原則を二つ簡潔に述べた上で、下線部②の権能との関係にも言及しなさ

い。 

 

（ Ｄ ） 

 

                                                       

                                                       

 

２．次の文章を読んで、以下の（１）から（５）までの問いに答えなさい。 

我が国ではバブル崩壊後、長らく①物価の下落基調が続いてきた。しかし、コロナ禍後の世界的な需要回復やロシアのウク

ライナ侵略に伴う資源価格の高騰などを背景として、我が国の物価は上昇局面へ転じ、その後も②物価高が続いている。 

さらに、令和６年夏頃からは店頭で米の品薄状態が続き、米価が急騰したことから、一部で「令和の（ Ａ ）」とも称され

る事態が生じた。こうした中、政府は米価の安定と需給の緩和を図るため、保有する（ Ｂ ）を段階的に市場へ売り渡し、

卸売業者や小売業者等への供給を拡大した。 

（１）下線部①について、一般的に、物価が継続的に下落する現象を（ ア ）といい、逆に、物価が継続的に上昇する現象を

（ イ ）という。（ ア ）及び（ イ ）に当てはまる最も適当な語句をカタカナで答えなさい。 

 

（ ア ）            （ イ ）             

（２）物価と景気に関して、スタグフレーションと呼ばれる現象がある。スタグフレーションとはどのような現象か、簡潔に

述べなさい。 

                                                      

（３）下線部②に関して、物価上昇を上回る賃上げの実現に向け、（ ウ ）を2020年代に全国平均1,500円とする目標が掲げ

られている。（ ウ ）に入る最も適当な語句を漢字で答えなさい。 

             

 
   

     



（４）次の文章について、（ エ ）及び（ オ ）に当てはまる最も適当な数字及び年を答えなさい。また、下線部③はどの

ような政策か、「当座預金」の語句を用いて簡潔に述べなさい。 

日本銀行は消費者物価指数の前年比上昇率を（ エ ）％とする「物価安定の目標」を掲げ、金融政策を運営してい

る。この点、日本銀行は（ オ ）年３月に、先行き（ エ ）％の目標が持続的・安定的に達成されると判断し、平

成28年に導入した③マイナス金利政策を解除し、利上げを行った。 

 

（ エ ）            ％（ オ ）            年 

                                                       

 

（５）文中の（ Ａ ）及び（ Ｂ ）に当てはまる最も適当な語句を漢字で答えなさい。 

 

（ Ａ ）            （ Ｂ ）             

 

３．韓国及び北朝鮮に関する次の文章を読んで、以下の（１）から（６）までの問いに答えなさい。 

2025年は、韓国との間で（ ア ）が締結され国交が正常化してから60年の節目の年であり、民間団体や地方自治体が主導

する形で日韓交流60周年記念事業が展開されている。 

我が国と北朝鮮は外交関係にないが、2002年の（ イ ）に基づき、拉致、①核、②ミサイルといった諸懸案を解決し、国

交正常化を図ることを基本方針として、様々な取組を進めている。 

（１）文中の（ ア ）及び（ イ ）に当てはまる言葉を答えなさい。 

 

（ ア ）            （ イ ）             

（２）文中の（ ア ）を締結した際の内閣総理大臣である佐藤栄作が表明した非核三原則について、その内容を簡潔に述べな

さい。 

                                                       

 

（３）韓国の大統領に関する次の記述について、（ Ａ ）及び（ Ｂ ）に当てはまる言葉を答えなさい。 

2022年の大統領選挙では、保守系の「国民の力」の尹錫悦氏が当選した。2024年12月、尹大統領は、野党により行政が

麻痺していることなどを理由に、44年ぶりとなる（ Ａ ）を発布した。（ Ａ ）はすぐに解除されたが、議会では、尹

大統領に対する（ Ｂ ）案が可決され、憲法裁判所が（ Ｂ ）は妥当とする決定を言い渡し、尹大統領は失職した。

2025年６月、大統領選挙が行われ、革新系の「共に民主党」の李在明氏が当選した。 

 

（ Ａ ）            （ Ｂ ）             

（４）北朝鮮の国務委員長である金正恩氏が総書記を務める政党の名称を漢字５文字で答えなさい。 

 

 

（５）下線部①に関して、北朝鮮が2003年に脱退を宣言した核兵器不拡散条約（ＮＰＴ）の内容を簡潔に述べなさい。 

                                                       

                                                       

 

（６）下線部②に関して、ミサイルが日本の領土・領海に落下する場合や、日本の領土・領海の上空を通過する可能性がある場

合に、その情報を国民に伝えるため使用されるシステムの名称を答えなさい。 
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